
又、天地の至数、昜で陽を表す。」という故事に由来したものだからです。

　私の巡った順序は浅草寺を１０時４０分頃にスタートし、半時計周りに巡りました。最後の矢先神社は

１４時１５分頃に終わり、初詣や七福神もうでをされる方が多かったので、３時間半位かかりましたが、

 普段だと２時間位で巡ることが出来ます。

　ということで、２０１２年の幸福と健康を願い１月３日（火）にお参りに行ってきました。

七福神もうでの方法は簡単で、スタートはどこからでもいいので、９つある全ての寺社をお参りし、

御朱印や授与品をいただいて巡ります。

今月は『浅草名所（などころ）七福神もうで』についてです。

　浅草名所七福神は、九つのお寺と神社があります！！

七福神と言うのに、なぜ九つのお寺と神社があるのでしょうか！？

それは「九は数の極み、変じて七、七変じて九と為す。九は鳩（あつまり）、



鷲神社

浅草寺 浅草神社 待乳山聖天

橋場不動尊 石浜神社 吉原神社

今戸神社

　御朱印の始まりは、参詣者が写経して寺社に「お納め」した際の受付印だったようです。

それがいつの頃か簡略化され、写経を納めなくとも参詣した証として「御朱印」を頂くようになりました。

矢先神社

 『御朱印』とは…

この御朱印帳で
巡りました☆

各寺社の御朱印

全て巡ったら
いただけた、
七福神シール

　 参考資料：各寺社でいただいた資料より

　　通年を通して、様々な場所で七福神巡りができます。
　暖かくなったら、散歩気分でお近くの七福神めぐりへ、
　出掛けてみてはいかがでしょうか？

ですから実際は、お経も写経もせず、あるいはお堂に入ってお参りもせずに、御朱印を集めて歩くだけでは、

本来の尊い意義を無視してしまうことになります。少なくとも『般若心経』などを写経されるか、御宝前で

読誦（どくじゅ＝お経を読む）されるなどして、その後に御朱印を頂く方が良いのです。

　恋が叶う！？ と言われています。

※基本的に七福神巡りは七草（1月7日）までに巡るとされていますが、浅草名所七福神は一年を通して、

   御朱印や授与品の受付を行っています。 御朱印の受付時間は原則午前９時から午後４時までです。

なで猫
お問合せ

ＴＥＬ

ＦＡＸ

０４２－５５５－１６９８

０４２－５５５－１６９９

ＮＰＯ法人羽村市体育協会

　有名です❤

　←境内にある『なで猫』を携帯電話で

　撮影し、待ち受け画面にしておくと

　商売繁盛・招福に加えて、良縁を

　招くとして、縁結びの神社としても

　　招き猫の人形は今戸の地で

　焼かれていた、今戸焼が始まり

　とされています。今戸神社の招き猫は

今戸神社
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